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シンポジウム「様々な言語における外国語教育」資料

「日本におけるイタリア語教育」
報告者：大澤　麻里子（言語情報科学専攻　聖徳大学イタリア語非常勤講師）

１．はじめに
現在日本におけるイタリア語学習者数は8万人を超えると言われている。イタリア料理、音楽、映画、芸術、などへの関心のほかに、最近ではワールドカップを直前に控えたサッカーブームや、カフェブームといったものがあげられる。またイタリア留学に関しても、語学留学のみならず、料理、美術品修復、彫金、デザイン、サッカー留学など、内容も多様化してきている。また以前はイタリア語を学べる語学学校は数少なかったが、最近では東京都23区内だけでも44校の語学学校でイタリア語のクラスを設けている。（実際はこれ以上あると思われる）しかし高校や大学レベルでイタリア語講座をもつ学校は非常に少ない。本報告ではまず、高校、大学におけるイタリア語教育について、次にイタリア語を選択する生徒の動機について述べる。

２．高等学校教育におけるイタリア語教育

英語以外の外国語に関しては551校（公立343校、私立208校）において22言語が開設されている。履修者の多い外国語順ではイタリア語は、中国語、フランス語、朝鮮・韓国語、ドイツ語、スペイン語、ロシア語に次いで第7位である。
イタリア語を開講している高校数
以下のように、イタリア語を開講する高校とその生徒数は若干ではあるが増加傾向にある。
	年度
	公立校
	私立校

	平成7年度（1995）
	０校
	5校

	平成9年度（1997）
	1校（13名）
	6校（111名）

	平成11年度（1999）
	１校（21名）
	６校（137名）


文部省（2000）

姉妹校、修学旅行など　
臼山（1999）によるとイタリアに姉妹校を持つ高校は、1993年では1校であったが、1995年には2校、1997年には22校と増加傾向にある。また海外への修学旅行に関しても、1996年度のデータでは9校がイタリアを訪れている。
３．大学におけるイタリア語教育
新潟大学大学教育開発研究センターが全国国立大学48校（有効回答数46校）に対して1996年に行った調査によれば、イタリア語を外国語科目として開講している国立大学は4校であった。調査を行った全ての大学で英語、ドイツ語、フランス語が開講されていることを考慮すると大変少ない。また全国でイタリア語専攻学部・学科のある大学は全国で7校のみである。尚イタリア語を第二外国語として教えている大学数は不明。
４．イタリア語選択の動機に関して
①「初習外国語に関するアンケート」短大、大学生を対象に行われたアンケート。
	あなたはなぜその外国語を選んだのですか？
	1999年（361名）
	2000年（184名）

	Aその外国語そのものに興味・関心がある
	204（56.5％）
	121(65.7％))

	B.その外国語の文化事象に興味・関心がある
	154（42.6％）
	74(40.2％)

	C.その言葉が話されている国にいったことがある。
	９（2.4％）
	8（4.3％）

	D.その言語圏の人々と交流したい。
	86（23.8％）
	47（25.5％）

	E.大学での勉学に必要度が高い。
	37（10.2％）
	28（15.2％）

	F.卒業後の社会生活で実用性がある。
	18（4.9％）
	9（4.8％）

	G.すでに多少とも学んだことがある。
	18（4.9％）
	13（７％）

	H..友人、仲間がみんなその言語を履修するから
	69（19.1％）
	36（19.5％）

	I.母語話者の友人・知人がいる。
	5（1.3％）
	1（0.5％）

	J.身近にその言語を学んでいる友人・知人がいる。
	14（3.8％）
	6（3.2％）

	K.友人、先輩などの勧めがあったから。
	26（7.2％）
	32（17.3％）

	L.辞書、参考書など学習条件に恵まれているから。
	3（0.8％）
	0

	M.ほかの言語より易しそう。
	106（29.6％）
	55（29.8％）

	N.英語は履修したくなかったから。
	47（13.0％）
	24（13.0％）

	O.ほかの外国語にはあまり魅力がない。
	28（7.7％）
	17（9.2％）

	P.特にはっきりした理由はない。
	47（13.0％）
	14（7.6％）

	Q.その他
	31（8.5％）
	９（4.8％）


＊４つまで複数回答可

動機として多いのは1位「言葉そのものに興味がある」2位「文化に興味がある」3位「ほかの言語より易しい」である。また勉学上必要の項目が高いのは生活文化学科（ファッション、アパレル、食文化）、音楽科があるためであろう。
②「イタリアの何に興味があるか」に関しての調査
複数回答可　有効回答数141名（1999年）－短大生のみ。64名（2001年）―大学生のみ
	
	1999年度（141名）
	2001年度(64名)

	１）イタリア料理
	102（72.3％）2位
	45（73.8％）2位

	２）イタリアのブランド
	23（16.3％）
	5（7.8％）

	３）イタリア映画
	7（5％）
	5（7.8％）

	４）イタリアの歌
	2（1.4％）
	8（12.5％）

	５）イタリア旅行
	116（82.2％）1位
	49（76.6％）1位

	６）サッカー
	25（17.7％）3位
	13（20.3％）3位

	７）ワイン
	6（4.3％）
	5（7.8％）

	８）イタリアの美術
	10（7.1％）
	5（7.8％）

	９）イタリアの歴史
	８（5.7％）
	7（10.9％）


· 小数点以下2桁四捨五入

アンケート対象者が1999年度が短大生、2001年度が大学生と異なることや、学科混成クラスであるため、正確な分析はできないが、生徒のイタリアに対する関心が旅行と料理に偏っていることがわかる。また2002年のワールドカップを前に全体的にサッカーへの興味が上昇していることなどが、特筆すべき点であろう。
問題点
―クラスサイズ（30～50名の大型クラスが多く、どうしても生徒が受信中心になりがち）

―教材（総合的な教材があまりない、初級用に偏り中級へとつながるような一貫したテキストが少ない。）
―講師（イタリア語専攻のある大学は別にして、第二外国語としてのイタリア語は非常勤が担当―横の連携がとりにくい。）
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